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アルビレックス新潟後援会
２０２４年度状況報告



１．会員数・財政支援金状況

2020 2021 2022 2023 2024

個人会員 8,765 8,653 8,706 9,818 10,832

法人会員 814 820 826 891 916

財政支援金 13,169 11,760 12,190 13,300 14,930
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（単位：万円）

＜直近5年間の会員数・財政支援金状況＞

年度 個人会員(名) 法人会員(社) 財政支援金(万円)

1995 93 22 1,370

1996 237 198 761

1997 240 180 640

1998 2,382 788 2,300

1999 3,070 685 3,500

2000 4,815 1,074 4,000

2001 4,135 1,055 4,000

2002 5,061 1,016 5,000

2003 6,158 1,099 8,150

2004 9,751 1,356 9,530

2005 10,791 1,310 12,970

2006 10,410 1,309 9,930

2007 10,120 1,293 9,400

2008 9,831 1,178 8,325

2009 9,589 1,089 10,035

2010 9,186 1,013 10,226

2011 8,994 960 9,481

2012 8,679 950 9,635

2013 9,014 942 10,348

2014 9,223 950 11,227

2015 9,300 930 11,836

2016 9,345 881 11,200

2017 9,249 850 10,749

2018 8,747 818 10,000

2019 8,806 843 11,230

2020 8,765 814 13,169

2021 8,653 820 11,760

2022 8,706 826 12,190

2023 9,818 891 13,300

2024 10,832 916 14,930

※全実績

（単位：件数）

・前年に続き2024年度も個人・法人会員ともに会員数が前年を上回る。3年連
続で会員数増となった。（個人会員数は過去最高）
・財政支援金額は14,930万円と、2024年度も過去最高額を更新。



２．会員構成状況ー①

会員属性 会員数 前年度比（2023年度）

個人会員 10,832 +1,014（9,818）

法人会員 916 +25（891）

＜総会員数における継続・新規内訳＞

会員属性 継続会員 継続率 前年度比（2023年度） 新規会員 前年度比（2023年度）

個人会員 9,377 95.5% -0.7%（96.2%） 1,455 +8（1,447）

法人会員 832 93.4% -3.3%（96.7%） 84 -8（92）

＜２０２４年度 総会員数＞

＜個人会員の男女比・年齢比＞

・継続率は前年度より低下も、平均の93%を超え、多くのご支援を引き続きいただく。
また、個人会員は前年度に続き高い継続率にてご支援をいただく。

・新規会員数は個人会員、法人会員合わせて前年度と同件数。1,500件を超える新規会員の皆様よりご入会いただく。

■男女比

男性
（7,902）
74.1％

女性
（2,859）
25.6％

登録なし・不明
（71）
0.3％ ■年齢比

50代
（2,959）
27.9％

60代
（2,595）
24.5％

40代
（1,579）
14.9％

30代
（1,037）
9.8％

20代
（614）
5.8％

10代
（225）
2.1％

70代以上
（1,121）
10.6％

不明
（458）
4.3％

9歳以下
（10）

※平均年齢：53.5歳
前年度比：-0.5歳
（2023年度：54.0歳)



３．会員構成状況ー②

＜地区後援会別会員数＞

年 会員数 構成比

1994～1998 226 1.9%

1999～2003 2,500 21.3%

2004～2008 2,280 19.4%

2009～2013 1,066 9.1%

2014～2018 1,288 11.0%

2019～2023 4,388 37.3%

100.0％

＜入会年度別会員数＞

単位：件 ※個人・法人含む

地区 会員数 前年比

新潟北区 542 +41

新潟東区 959 +52

新潟中央区 2,074 +140

新潟江南区 510 +45

新潟秋葉区 522 +32

新潟南区 236 +23

新潟西区 1,202 +62

新潟西蒲区 248 +20

長岡市 838 +92

三条市 389 +33

柏崎市・刈羽村 191 +14

新発田市 328 +34

小千谷市 96 +17

地区 会員数 前年比

加茂市・田上町 167 +17

十日町市・津南町 92 +22

見附市 149 +22

村上市・粟島浦村 179 +25

燕市 337 +15

糸魚川市 64 +5

妙高市 42 +9

五泉市 204 +14

上越市 419 +54

阿賀野市 164 +11

佐渡市 42 +4

魚沼市 50 -3

南魚沼市 100 +2

地区 会員数 前年比

胎内市 88 +0

聖籠町 62 +4

弥彦村 30 +1

阿賀町 32 +1

出雲崎町 10 +0

湯沢町 17 +1

関川村 21 +3

首都圏 1,042 +164

関西 65 +5

郡山 32 +22

その他 205 +36



４．２０２５年度会員進捗（2月末時点）

会員属性 会員数 前年同期比

個人会員 11,365 +1,498

法人会員 776 -1

＜２０２５年度会員進捗（2月末時点）＞

会員属性 新規会員 前年同期比

個人会員 1,517 +497（1,020）

法人会員 21 +3（18）

【継続会員状況】
・個人会員様の継続率は前年同期比でややプラスという状況。法人会員様は前年とほぼ同様のペースでご継続いただく。
・未継続の個人会員様には、メールや郵送等にて継続のご案内・ご依頼をさせていただいている。また、法人会員様には
担当スタッフが今後お電話や訪問にてご継続のご案内をさせていただく予定です。お一人でも多くご継続いただけるよう、
真摯に活動してまいります。

【新規会員状況】
・昨年11月のルヴァンカップ決勝や、ホームゲーム最終戦での入会キャンペーンを通じてPR活動を実施。また、今年の1月にも
キャンペーンを実施し、大変多くの皆様よりクラブのためにご入会いただく。
・個人会員は入会件数が1,500件を超え、前年の新規入会件数（1,455件）を超える。
・法人会員はさまざまな企業への営業活動で新規入会案内を継続している。

会員属性 継続会員 継続率 前年同期比 未継続会員 前年同期比

個人会員 9,848 90.9% +0.8%（90.1%） 766 -112（878）

法人会員 755 82.4% -2.8%（85.2%） 139 +26（113）

＜現時点の会員数における継続・未継続会員状況＞

＜現時点の新規会員入会状況＞

活動の概況



アルビレックス新潟後援会
一般社団法人設立について

2025年3月8日（土）

（2）その他事項
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任意団体から一般社団法人へ

アルビレックス新潟後援会は、アルビレックス新潟への物心両面での支援を目的に1994年に発足し、31年にわ
たりアルビレックス新潟を支えてまいりました。

これまで、任意団体として活動してまいりましたが、「組織力の強化」「対外的信用力の向上」「計画的な事

業の遂行」を目的に法人格を持ち、さらなる組織拡大を図り、今後もさらにアルビレックス新潟を支援するため
の組織として拡大・充実してまいりたいと考え、昨年秋より一般社団法人設立に向けて準備しておりました。

このたび、2025 年 1 月 15 日(水)に正式に設立となりましたので、ご報告申し上げます。

今後もクラブへの継続的なサポートを目指して活動してまいる所存ですので、引き続きご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。

継続会員数 新規会員数 会員数計

個人会員 9,377 1,455 10,832

法人会員 832 84 916

計 11,748

※参考1：2024年度後援会会員数 ※参考2：直近5年の会員数推移
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これまでの後援会の体制

これまでの体制

・新潟県内外合わせて36の地区後援会を構成。各地区で会長、副会長（一部）、事務局長を選出（事務局より就任依頼）

・地区後援会会長、法人代表などから理事を選出（事務局より就任依頼または地区後援会役員からの推薦等）。現在理事55名。

・理事の互選により会長、副会長の選任

・年１回の理事会、定時総会を開催（3月ホームゲームで開催）

理事55名
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新たな一般社団法人での体制

新体制

・社員総会、理事会などの協議・執行を行う機関と、後援会会員の増加や活発な活動を目指す活動・推進機関の位置づけ

【協議・執行機関】 ・定款に則り、理事会で事業計画・予算や事業報告・決算等を決議。社員総会では事業報告・決算等を報告

・理事会、社員総会を経て、理事若干名、監事数名を選出。社員は理事会の承認を経て数名を選出（法人も可）

【活動・推進機関】 ・後援会の活動・推進のため、現体制のまま地区後援会を設置。事務局と連携して、会員拡大や入会促進活動

・地区後援会連絡協議会（仮）を開催し、各地区からの提言を頂戴する。提言は事務局が理事会・社員総会で報告
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代表理事、理事、監事、社員一覧

氏名・社名 役職 備考

代表理事（会長） 柄沢 正三 一般社団法人新潟県サッカー協会 会長 理事、社員も兼任

理事（副会長） 本間 達郎 株式会社本間組 代表取締役社長 社員も兼任

理事 佐藤 明 株式会社新潟日報社 代表取締役社長 社員も兼任

監事 小松 茂樹 新潟信用金庫 理事長

監事 三部 正歳 りゅーと法律税務会計事務所 所長

社員 亀田製菓株式会社

社員 株式会社福田組

社員 ナミックス株式会社

社員 セコム上信越株式会社

※前述の通り、地区後援会の体制は現在から継続となります。
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